
技 

術 

情 

報 

全
国
の
二
次
的
自
然
に
生
息
す
る
R
D
B
 

動
物
種
の
分
布
情
報
を
統
一
的
に
把
握
 

s
地
域
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
通
じ
て
S
 

株
式
会
社
メ
ッ
ツ
研
究
所
環
境
計
画
室
 
中

村

美

幸

 

一
．
は
じ
め
に
 

里
地
里
山
や
湿
地
な
ど
の
二
次
的
自
 

然
地
域
に
は
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
が
生
 

息
・
生
育
し
て
い
る
が
、
年
々
人
口
減
 

少
や
社
会
構
造
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
 

自
然
に
対
す
る
働
き
か
け
が
縮
小
す
る
 

中
で
、
生
息
・
生
育
環
境
等
の
悪
化
が
 

懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
環
境
 

省
で
は
、
里
地
里
山
や
湿
地
の
重
要
性
 

が
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
全
に
 

対
す
る
意
識
が
向
上
す
る
こ
と
、
ま
た
 

そ
の
再
生
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
化
す
 

る
こ
と
を
目
指
し
て
「
生
物
多
様
性
保
 

全
上
重
要
な
里
地
里
山
（
平
成
二
七
 

年
）
」
（
以
下
「
重
要
里
地
里
山
」
と
い
 

う
）
や
、
「
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
 

重
要
度
の
高
い
湿
地
（
平
成
一
三
年
度
 

選
定
、
平
成
二
六
年
度
見
直
し
）
」
（
以
 

下
「
重
要
湿
地
」
と
い
う
）
を
専
門
家
 

や
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
等
に
基
 

づ
き
選
定
し
、
こ
れ
ら
の
重
要
里
地
里
 

山
及
び
重
要
湿
地
の
普
及
・
啓
発
に
取
 

り
組
ん
で
い
る
。
 

し
か
し
、
重
要
里
地
里
山
及
び
重
要
 

湿
地
に
お
け
る
生
物
分
布
情
報
に
は
精
 

粗
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
全
国
 

共
通
の
精
度
で
網
羅
的
に
把
握
し
、
情
 

報
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
調
 

査
が
六
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
。
 

そ
の
間
、
弊
社
が
こ
の
調
査
を
担
当
し
 

た
の
で
、
調
査
手
法
と
調
査
の
流
れ
を
 

紹
介
す
る
。
 

調
査
は
大
き
く
文
献
調
査
、
地
域
有
 

識
者
へ
の
基
礎
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
市
町
村
ア
 

ン
ケ
ー
ト
、
地
域
有
識
者
へ
の
詳
細
ヒ
ア
 

リ
ン
グ
と
い
う
流
れ
で
進
め
ら
れ
た
。
 

一
．
情
報
拡
充
手
法
検
討
 

（
関
東
地
方
試
行
調
査
）
 

平
成
三
〇
年
度
に
調
査
手
法
検
討
の
 

た
め
、
関
東
地
方
一
都
六
県
で
試
行
的
 

に
調
査
を
行
っ
た
。
対
象
は
環
境
省
レ
 

ツ
ド
リ
ス
ト
（
R
L
）
種
の
う
ち
陸
域
 

の
動
物
に
限
定
し
、
動
物
七
分
類
ご
と
 

に
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
基
礎
資
料
 

と
し
て
、
都
県
版
レ
ツ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
 

ク
（
R
D
B
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
生
 

物
種
別
の
分
布
情
報
を
活
用
。
ま
た
、
 

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
や
モ
ニ
タ
リ
 

ン
グ
サ
イ
ト
ー
〇
〇
〇
な
ど
、
そ
の
他
 

の
既
存
文
献
に
よ
る
分
布
情
報
も
拾
い
 

上
げ
た
。
こ
れ
を
基
に
、
調
査
対
象
種
 

の
生
息
可
能
性
を
選
定
地
ご
と
類
推
・
 

整
理
し
た
一
覧
表
を
作
成
し
、
地
域
に
 

お
い
て
生
物
種
の
生
息
に
詳
し
い
有
識
 

者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
 

よ
り
、
文
献
情
報
か
ら
一
定
基
準
で
抽
 

出
し
た
生
物
可
能
性
情
報
を
基
に
実
際
 

の
生
息
状
況
を
確
認
す
る
と
い
う
、
四
 

情
報
拡
充
手
法
の
有
効
性
を
確
認
し
た
。
 

三
．
地
域
有
識
者
基
礎
ヒ
ア
リ
ン
 

調
査
と
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
 

、」f
‘
熱
L
・（‘●・k 

令
和
二
年
度
に
過
年
度
の
調
査
で
得
 

ら
れ
た
選
定
地
別
生
物
分
布
情
報
を
基
 

に
、
調
査
対
象
種
の
生
息
可
能
性
の
確
 

か
ら
し
さ
等
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
 

に
、
七
分
類
群
別
地
域
有
識
者
基
礎
ヒ
 

ア
リ
ン
グ
（
四
〇
道
府
県
）
を
実
施
し
 

た
。
各
選
定
地
に
お
け
る
生
物
種
ご
と
 

の
 
「1
生
息
」
「
2
生
息
し
て
い
な
い
」
 

「3

不
明
」
を
調
査
票
で
回
答
、
そ
れ
 

以
外
に
記
載
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
等
の
情
 

報
も
整
理
し
た
。
ま
た
、
令
和
二
年
度
 

と
令
和
三
年
度
に
は
全
国
の
選
定
地
に
 

関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
（
市
町
村
レ
 

ベ
ル
を
想
定
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
杏
 

を
企
画
し
、
四
七
都
道
府
県
の
選
定
地
 

九
八
八
カ
所
を
対
象
に
地
域
属
性
情
報
 

調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
物
 

分
布
情
報
と
選
定
地
の
地
域
属
性
情
報
 

と
を
関
係
付
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
 

を
併
せ
て
行
っ
た
。
 

四
．
地
域
有
識
者
詳
細
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
 

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
で
は
、
 

過
年
度
の
基
礎
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
 

「1
生
息
」
「
3
不
明
」
と
回
答
さ
れ
た
 

絶
滅
危
惧
動
物
種
を
「
生
息
可
能
性
あ
 

り
の
種
」
と
位
置
付
け
、
生
息
確
度
六
 

区
分
に
よ
る
生
息
情
報
と
そ
の
根
拠
情
 

報
、
増
減
傾
向
な
ど
を
生
物
種
ご
と
、
 

選
定
地
ご
と
に
把
握
す
る
こ
と
と
し
、
 

当
該
地
域
及
び
当
該
分
類
群
に
知
見
を
 

有
す
る
地
域
有
識
者
に
詳
細
な
ヒ
ア
リ
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ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
と
い
う
調
査
手
法
 

の
特
性
上
、
収
集
さ
れ
る
情
報
の
精
度
 

が
バ
ラ
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
 

め
、
統
一
的
な
回
答
を
得
ら
れ
る
よ
う
 

に
判
断
基
準
を
詳
細
に
設
定
し
、
調
査
 

令和元年度 
Level. 1 
文献調査 

詳細ヒアリング 
の結果から判断 

令和3年度以降 
Level. 3 

詳細ヒアリング 

令和2年度 
Level. 2 

基礎ヒアリング 

カルテ 
に転記 

、

ー

し

／

ー

 

対
象
者
に
提
示
し
た
。
詳
細
ヒ
ア
リ
ン
 

グ
調
査
で
は
基
礎
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
よ
 

り
も
回
答
を
求
め
る
情
報
量
が
膨
大
に
 

な
り
、
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者
が
 

多
人
数
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
会
 

議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
「
合
同
説
明
 

会
」
を
地
方
 

カルテ 
に転記 
しない 

中 

低 

餌現在生息が観察されかっ根拠資料が－ 

2．現状は不明だが根拠資料から判断して生息 

3，現在生息が観察されているが、根拠資料はない 

4．生息可能性あり（種や地域の特性等から踏まえ 
た有識者の推定） 

5．近年見っかっていないが過去には生息していた 

6．不明 

1．生息 

3．不明 

(7，生息していない〕 
2．生息し 

ていない 

生
息
可
能
性
あ
り
 

生息情報の区分の細分化と生息確度の判定プロセス 

ご
と
に
開
催
 

し
、
調
査
の
 

趣
旨
や
ヒ
ア
 

リ
ン
グ
内
容
、
 

判
断
基
準
等
 

に
つ
い
て
ま
 

と
め
て
説
明
 

し
た
。
 

こ
れ
は
他
 

の
地
域
有
識
 

者
の
意
向
を
 

確
認
し
合
う
 

こ
と
で
本
調
 

査
へ
の
参
加
 

意
識
を
高
め
 

る
機
会
と
も
 

な
 
っ 
た。 

「
合
同
説
明
 

会
」
後
に
は
、
 

地
域
有
識
者
 

へ
の
個
別
ヒ
 

ア
リ
ン
グ
で
 

フ
ォ
ロ
ー
を
 

行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
直
接
 

の
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
 

な
中
で
も
、
調
査
対
象
者
に
配
慮
し
な
 

が
ら
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
丁
寧
・
着
 

実
な
業
務
が
遂
行
で
き
た
。
 

五
．
調
査
結
果
活
用
に
向
け
 

平
成
三
〇
年
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
 

に
わ
た
り
調
査
を
進
め
た
こ
と
で
、
全
 

国
の
重
要
里
地
里
山
、
重
要
湿
地
（
選
 

定
地
）
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
種
生
息
情
 

報
が
把
握
で
き
、
ま
た
全
国
の
選
定
地
 

で
ほ
ぼ
同
水
準
の
精
度
で
地
域
属
性
情
 

報
を
把
握
で
き
た
。
調
査
結
果
は
、
デ
 

ー
タ
ベ
ー
ス
に
転
記
し
（
E
x
c
e

ー
 

の
入
力
規
則
／
条
件
付
き
書
式
／
マ
ク
 

ロ
機
能
の
活
用
等
に
よ
る
）
、
選
定
地
 

情
報
カ
ル
テ
と
し
て
整
理
・
取
り
ま
と
 

め
た
。
そ
の
際
、
①
今
後
の
情
報
更
 

新
・
追
加
が
容
易
な
設
計
、
②
全
国
ス
 

ケ
ー
ル
で
の
集
計
・
分
析
が
可
能
な
設
 

計
、
③
他
の
生
物
に
関
係
す
る
デ
ー
タ
 

ベ
ー
ス
と
の
相
互
参
照
が
可
能
な
設
計
、
 

の
三
点
に
配
慮
し
た
。
 

一
方
で
平
成
三
〇
年
度
に
本
調
査
の
 

原
形
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、
生
物
多
様
 

性
保
全
を
め
ぐ
る
状
況
も
大
き
く
変
化
 

し
て
い
る
。
令
和
四
年
に
開
か
れ
た
生
 

物
多
様
性
条
約
第
一
五
回
締
約
国
会
議
 

(
c
o
P
1
5
）
で
は
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
 

オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
が
採
択
さ
れ
、
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
3

(
3
0
b
y
3
0
）
だ
け
で
 

な
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
2

（
自
然
再
生
）
 

と
し
て
「
劣
化
し
た
生
態
系
の
三
〇
％
 

を
効
果
的
な
回
復
下
に
お
く
」
と
い
つ
 

た
目
標
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

今
後
は
平
成
三
〇
年
度
以
降
の
調
査
 

で
得
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
し
、
 

当
初
掲
げ
ら
れ
た
「
選
定
地
の
保
全
活
 

用
・
自
然
再
生
活
動
促
進
」
、
「
複
数
の
 

貴
重
な
種
が
集
中
的
に
分
布
す
る
地
域
 

の
明
示
」
と
い
っ
た
目
標
の
達
成
だ
け
 

で
な
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
2

（
劣
化
生
態
 

系
回
復
）
の
実
現
な
ど
新
た
な
要
請
に
 

も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
分
析
方
法
の
 

検
討
を
行
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
考
 

え
て
い
る
。
 

中
村
 
美
幸
●
な
か
む
ら
 
み
ゆ
き
 

株
式
会
社
メ
ッ
ツ
研
究
所
環
境
計
画
室
研
究
 

員
。
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
農
業
大
学
国
際
 

食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科
卒
業
。
 

〔
会
社
概
要
〕
国
内
外
の
都
市
、
地
域
が
か
 

か
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
研
究
・
調
査
 

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
、
実
現
に
向
 

け
た
支
援
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
 

あ
り
、
国
立
公
園
地
域
の
整
備
、
自
然
再
生
 

事
業
、
里
山
保
全
活
用
、
島
づ
く
り
、
移
住
 

定
住
促
進
な
ど
の
分
野
を
得
意
と
す
る
。
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